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「丹沢大山水質調査」がコロナ禍のため中止されてきましたが令

和４年度は丹沢大山ボランティアネットワーク参加団体様のご協力

により実施されました。世話人会代表小林様が調査結果をまとめて

くださいましたのでご報告させていただきます。 

 

 
上写真 秦野湧水の源流（髭僧の滝） 蓑毛より柏木林道、春岳沢４０分 

 

今回は１８カ所の水質調査を行いました。 

☆ 大腸菌は３カ所より検出されました。 

☆ 一般細菌の基準以上は 1ヵ所より検出されました。 

その他に基準値以下だが、５カ所より検出されました。 

質問  丹沢で沢水、湧水を飲んで良いですか？ 

･検出場所………飲んではいけません。 

令和４年度水質調査の報告 
報告者  丹沢大山ボランティアネットワーク世話人会  

 



3 

 

 

「丹沢 大山水質調査」は２００４年度頃から実施され始めました。当初は丹

沢大山総合調査の一環として行われていました。途中から丹沢大山ボランティ

アネットワークが引き継ました。 

現在は丹沢大山ボランティアネットワークが主催で「丹沢の緑を育む集い

実行委員会」との共催として事業を継続しています。新型コロナ禍でもあり 2

年間中止をしていたが今年度（令和 4年度）5月に再び事業に取り組みまし

た。 

調査場所は丹沢訪問者が比較的利用し易く、頻度が高い２２カ所を選んで

調査をしました。事情により4ヵ所が調査できなく18ヵ所になりました。 

水質調査協力団体（6団体） 

・ＮＰＯ法人丹沢自然保護協会 

・神奈川県勤労者山岳連盟  

・ＮＰＯ法人丹沢自然学校 

・ＮＰＯ法人北丹沢山岳センター 

・ＮＰＯ法人四十八瀬川自然村  

・ＮＰＯ法人伊勢原森林里山研究会 

  各団体の皆様お忙しい中の取り組み本当にありがとうございました。 

 

 

 

･未検出場所……その場で飲む事は、お勧めできません。 

･検出 未検出場所に関係なく、 

必ず「煮沸」などをしてから飲んでください。 
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１水質調査の結果と考察 

 

調査項目 結果一覧表にあるように１０項目にわたり調査をしました。その

中で今回、検出されている重要な一般細菌や大腸菌について考えてみましょ

う。最初に検出基準などについて説明します。 
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(1)一般細菌について。（２０１３年度より調査資料あります） 

･基準は１００ ＣＦＵ/ml です。ＣＦＵは増殖したコロニー（集落）の数 

･細菌に汚染された水ほど、数値が高くなります。すなわち培養すると、 

たくさんのコロニーが作られ増殖が盛んに行われます。 

(2)大腸菌について 

･基準は検出されないことです。 

･沢水等が野生動物の糞尿や土壌生物などで、汚染されているときに検出 

されます。 

 

上写真  調査地点１４ 塔ノ岳山頂西側 不動の清水 

 

 
↑写真 調査地点３ ヤビツ峠北側 護摩屋敷の水 
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今回の調査では、大腸菌が３カ所、「１１ 後沢乗越水場」、「１２ 二俣

の水場」、「１９ 一軒屋避難小屋水場」から検出されました。一般細菌は、

「１５ 皆瀬川人遠（１９０ＣＦＵ／ｍｌ）」から検出されています。基準以下

だがその他検出された箇所は５カ所ありました。一般細菌が含まれている水を

持って帰り、常温にある程度の時間を置いたりすると、細菌が増殖します。も

ちろん冷蔵庫に入れて置いても、長時間たてば、ゆっくりだが増殖をします。

油断が出来ません。 

今回の調査の特徴は新型コロナ禍以前より湧水がきれいになっています。 

令和元年度、 平成 30 年度、平成 29 年度と比べ調査と比較して見まし

た。大腸菌検出箇所は減ってきました。 

Ｈ29 年度 7 ヵ所→Ｈ30 年度 5 ヵ所→Ｒ元年 5 ヵ所→今回 3ヵ所 

一般細菌検出箇所（基準値以上）は 

Ｈ29 年度３ヵ所→Ｈ30 年度０ヵ所→Ｒ元年２ヵ所→今回１ヵ所 

あまり規則的変化は見られないが基準値以下まで調べると減っています。 

一般細菌と大腸菌の検出は有意な関係があります。大腸菌が検出された水

場から常に一般細菌も検出されることが多いです。        

 

以上報告をします。 
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神奈川県山岳連盟さまから原稿を投稿していただきました。山でのフィ

ールド活動や自然環境保全センターで開催された研修会の様子などを紹

介して下さいました。 

 

神奈川県山岳連盟・自然保護委員会 

フィールド活動と研修会を紹介します 

◆≪県民協働型登山道維持管理補修協定≫ 

登山道・ボランティア活動（H30年12月～） 

神奈川県との委託契約を締結。大山・イタツミ尾根、岳の台全線の補修を毎月実施

中。春夏秋冬、時節の作業をしている。自然の豪雨や、登山者が増えた時など、登

山道補修の作業をしている。岳の台、菩提峠からの登山道・階段修復作業は、人

員、時間を要して、力を合わせて結集。 

ＳＣ丹沢秦野(トレランチーム)も参戦。個人会員、山岳会員らと荷揚げや、修繕を

行っている。 

 

体験募集中‼ 

丹沢大山ボラネット加盟団体からの投稿 
 

 

 



8 

 

 

◆『環境登山』 【春】・環境登山パート１ 【秋】・環境登山パート2 

 春は、表尾根・二の塔の成長した樹木のネットを外す作業。秋は、環境登山、10

年来の作業で初めての試み。もみ、ニシキウツギ、ウリハダ楓の混植をした。募集

参加者は、親子参加もあった。春と秋、日本山岳・スポーツクライミング協会

(JMSCA)自然保護委員会から、研修参加。植樹地は、表尾根・三の塔の植生保護柵内

外、斜面に植えた。With コロナ登山ができた。 

 

『植生保護柵』って何？ 水源の森林づくり 

 植生保護柵 - 神奈川県ホームページ (pref.kanagawa.jp) 

環境登山パート２無事終了しました - 神奈川県山岳連盟 ホームページ

(kanagawa-gakuren.gr.jp) 

 

 

＊＊YouTubeやまなみちゃんのレポート  娘と登山ヤマレコ記録あります！＊＊ 

 

 

 

 

 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u5r/cnt/f550/suigen05_04.html
https://www.kanagawa-gakuren.gr.jp/conservation/469-%E7%92%B0%E5%A2%83%E7%99%BB%E5%B1%B1%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%92%E7%84%A1%E4%BA%8B%E7%B5%82%E4%BA%86%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F.html
https://www.kanagawa-gakuren.gr.jp/conservation/469-%E7%92%B0%E5%A2%83%E7%99%BB%E5%B1%B1%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%92%E7%84%A1%E4%BA%8B%E7%B5%82%E4%BA%86%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F.html
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◆『山の自然セミナー』（2月26日） 

山の自然セミナーは、県立山岳スポーツセンター及び丹沢山塊で1泊2日で開催。

コロナ禍で机上講習のみを行った。講師による自然保護活動についての講義。参加

者と登山道整備活動についての分かち合い。 神奈川県の委託事業。 

 

 

講師：神奈川県環境保全センター 研究企画部 谷脇 徹様 

内容：「丹沢のナラ枯れについて そのメカニズムと推移、現状、防除法」 

 

◆『身近な水環境全国一斉調査』 

世界環境デー・水環境調査（６月5日） 

2012年から地域の山岳会の活動を継承し、神奈川県西部地区20地点の河川にて調

査。今年度は、相模川水系の中津川、荻野川、小鮎川、玉川から、5か所に選定。

調査を行った。地元厚木の山岳会と、岳連のボランティア募集チームで、この活動

の再開ができた。里地や、河川上流を歩き、さわやかな季節のウオーキングを楽し

んだ。 

 

◆丹沢大山クリーンピア21活動 今後は、是非、再開したいです!! 

 

◆広沢寺岩場清掃集会・協力 
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NPO 法人 野生動物救護の会さまが最近の活動状況を報告して下さいまし

た。 

 

NPO 法人 野生動物救護の会の活動報告 

野生動物救護の会事務局 

 

 令和４年度に私たち野生動物救護の会のメンバーが参加した神奈川県内の

イベントや、自然環境と野生動物保護に関する普及啓発活動について紹介し

ます。 

 

 

 

 

連盟は登山が楽しく安全であるための活動とともに、 

「自然を尊ぶ心、ローインパクト登山」を唱え丹沢をフィールドに 

山の環境保全活動に取り組んでいます。 

 

仲間を募っています。一緒に活動しましょう‼ 
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 自然発見クラブ「野鳥の羽根標本つくり」講座 
８月20日に神奈川県自然環境保全センターからの依頼で羽根標本つくりの講座を

開きました。参加者は、子ども３名と大人５名でした。今回はセンターからこの講

座のために提供してもらったムクドリの羽根標本をつくってもらいました。 

参加者は簡単な羽根の並べ方の説明を聞いたあと、ビニール袋から羽根を取り出

して台紙に並べて、木工用ボンドで貼り付けていきました。大人も子供もなかなか

難しい作業でしたが、全員最後まで並べることができました。最後に全員のつくっ

た標本をテーブルに並べて比較しながら鑑賞しました。羽根の色や模様の違いを見

比べて、このムクドリは成鳥か幼鳥かなど意見を交わしました。 

  
 

 

 動物フェスティバル神奈川 2022 in よこすか・みうら 

コロナ禍で中止になることが多かったのですが、10月 23日、久しぶりの

動物フェスティバルのイベント開催となりました。会場は横須賀港に面した

ヴェルニー公園、すぐ目の前に米軍基地があり潜水艦や軍艦などが停泊、朝

の 8時にはアメリカと日本の国歌が聞こえ、非日常の風景の中でのイベント

でした。 

ブースの入り口あたりに海ごみ関係のパネルを展示するとメディアなどで最近は

SDGSやマイクロプラスチックという言葉をよく耳にする為か、興味を示してくれる
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方も多くなったようです。家族で立ち寄る方も多くいました。お子さんと一緒にパ

ネルを見ながら話をする姿も。私たちが捨てたゴミが鳥獣たちをどのような姿にし

てしまうのか、写真を見つめるお子さんの真剣な眼差しが印象的でした。 

 

 

 

 はだのエコスクール「山辺保育園」「堀川小学校」 

山辺保育園（１０月１４日）と堀川小学校（１２月１６日）で秦野市から

依頼されてエコスクールを開催しました。コロナ禍の影響などもありエコス

クールの開催は久しぶりで担当スタッフも緊張気味でした。 

山辺保育園の保育園児さんたちとは、野生動物のなかま当てクイズやごみ

ごみマンから動物を助ける劇をやったり、エデュケーションアニマルたちと

ふれ合いをしたりして、野生動物を身近に感じてもらいました。 

堀川小学校の４年生の皆さんには、日本の野生動物と人はどんなふうにか

かわりあいをもったら良いか考えてもらいました。神奈川県に生息している

野生動物の動画を観たり傷病鳥獣の保護活動の話などを聞いたりして、人と

野生動物がうまく共存していくにはどうしたら良いのか考えてもらうことが

できました。 
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NPO法人 野生動物救護の会は「野生動物と人のより良い共存」を目的にさ

まざまな活動を行っています。一緒に活動してみたいという方は HP等から

連絡ください。お待ちしています！ 
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自然環境保全センター野外施設の様子（令和５年１月２７日） 
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